
化学科談話会のお知らせ 
 

 

日時：2003年 1月 27日（金）16:00-17:00 

 

会場： 理学部会議室 

 

講演者： 座古 保 教授（愛媛大 理学部化学科） 

 

題目: 金ナノ粒子凝集によるバイオセンシング 

  

 

要旨： 金ナノ粒子が分散した溶液は赤色を呈する一方で、凝集により紫色もしくは青色に

変色する。この金ナノ粒子の分散・凝集に伴う色調の変化を利用して、核酸や蛋白質などの

生体分子、有機化合物などの様々な分子を検出するセンサーを構築する試みが近年盛んに

行われているが、感度に問題点があった。そこで我々は金ナノ粒子凝集を一分子観察してや

れば、凝集およびターゲット分子の超高感度検出が可能になると考えた。この目的のために

暗視野顕微鏡を用いた。暗視野顕微鏡ではコンデンサーで絞った光を照射し、ナノ粒子から

の散乱光をイメージングする。視野下でナノ粒子あるいはその凝集体一つひとつの散乱光

強度を観察することで、ナノ粒子凝集体および凝集をおこすターゲット分子の高感度検出

が可能になると期待できる。本セミナーでは、本手法を用いて 1本鎖 DNA[1]やタンパク質

のアミロイド凝集[2]、環境ホルモン分子[3]を検出した例および機械学習を用いたさらなる

高感度化などについて紹介する。 
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座古先生はナノ物質を駆使したバイオセンシング、分析化学の分野で先導的役割を果たさ

れている研究者です。 

皆様のご来場を心より歓迎いたします。 

 

お問い合わせ先： 坪井泰之（twoboys@omu.ac.jp） 

 

 


